
微分方程式期末試験解答例 

１． 次の１階微分方程式を解きなさい。 
(a) 0=+′ yy  
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，これを変数分離して， 0=+ dx
y
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．これを積分すると cxy +−=log （c は積分定数）． 

xxc Ceeey −− =±= （ ceC ±= は積分定数） 
(b) xeyy 2=+′  

(a)で同次方程式の一般解はわかっているので，非同次方程式の特解を求める。特解の形を xAey 2=

と仮定して代入すると， xxx eAeAe 2222 =+ だから，A = 1/3．解は， xx eCey 2
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(c) ( ) ( ) 033 2323 =−+− dyyxydxxyx  
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これを積分して，4 倍すると， Cyyxx =+− 4224 6 ． 

(d) 52 +′=′′ yy  

py =′ とおいて，p に関する微分方程式を解くと， 
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1 2 を得る（D は積分定数）。 

２． かっこ内の条件を満たす，次の微分方程式の解を求めなさい。 
(a) ( ) 01 =′++− yee xyx （x = 0, y = 0） 

変数分離すると， 0
1

=
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 (b) 023 =+′+′′ yyy （x = 0, y = 0, 1=′y ） 
一般解は xx eCeCy 2

21
−− += であるから，初期条件より， 210 CC += ， 21 21 CC −−= ．これより， 11 =C ，

12 −=C ．よって， xx eey 2−− −= である。 

３． 次の問いに答えなさい。 

(a) 032 =−′−′′ yyy の一般解を求めなさい。→ xx eCeCy −+= 2
3

1  

(b) xeyyy 2632 =−′−′′ の特解を求めなさい。→ xAey 2= とおいて A を求めると，A = –2 となる。特解

は xey 22−=  

４． 或る種のバクテリアの増加率は，各時刻 t でのバクテリアの個数 x の平方根に比例するという。以

下の問いに答えなさい。 
(a) 比例定数を k として，バクテリアの個数 x と時間 t の関係を表す微分方程式を書きなさい。 
(b) 初期時刻 t = 0 における個数を x0とした時，2 時間後には 2 倍になっていた。初期時刻から 4 時

間後には，バクテリアの個数は初期時刻の何倍になっているか。 

(a) xk
dt
dx

=  

(b) 変数分離すると， kdt
x

dx
= 。これを積分して，初期条件を考慮すると， ( ) ktxx =− 02  

t = 2 のとき，x = 2x0だから， ( ) 012 xk −= を得る。t = 4 における x の値は ( ) ( ) 00

2
249122 xx −=−  

すなわち， ( )249 − 倍になる。 


